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『骨はどのようにできるのか』
-マウス・ヒト骨発生における転写制御機構の理解-

骨は脊椎動物が進化の過程で獲得した組織で、身体の支持組織や
ミネラル貯蔵の場としてはたらく。これまで、ヒト遺伝学やマウス
発生工学の発展により、骨発生に必須のマスター転写因子が複数
同定されている。しかし、これらの因子の標的遺伝子群や作動様式
については十分に分かっていなかった。我々は、次世代シーケン
サーを用いたゲノムワイド解析により、マウス骨発生・骨代謝・
遺伝性骨疾患モデルにおける、マスター因子群の作用機序を明らか
にしてきた。また最近では、ヒト多能性幹細胞を用いたヒト骨発生
モデリング法の開発を進めている。本モデルにおいて、一細胞解析
技術を駆使することで、ヒト骨発生における遺伝子制御ネット
ワークの一端が明らかになってきた。本講演では、転写制御の基礎
から最新の一細胞解析技術についての解説を交えながら、骨発生に
おける転写制御機構の理解について概論し、今後の展望についても
議論したい。

令和6年6月4日(火) 18:00~19:00
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